
様
式
第
二
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
２
の
２
（
第
１
条
関
係
）
電
気
関
係
学
科
科
目
別
授
業
内
容
及
び
履
修
単
位
明
細
書

科
目
区
分

学
科

目
単
位
数
時
間
数

学
科
目
の
概
要

{
電
気
工
学
又
は
電
子
工
学

等
の
基
礎
に
関
す
る
も
の
第
一
欄小

計

第
二
欄小

計

計

|
発
電
、
変
電
、
送
電
、
配

電
及
び
電
気
材
料
並
び
に

電
気
法
規
に
関
す
る
も
の

第
一
欄小

計

第
二
欄小

計

計

}
電
気
及
び
電
子
機
器
、
自

動
制
御
、
電
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
並
び
に
情
報
伝

送
及
び
処
理
に
関
す
る
も

の

第
一
欄小

計

第
二
欄小

計

計

~
電
気
工
学
若
し
く
は
電
子

工
学
実
験
又
は
電
気
工
学

若
し
く
は
電
子
工
学
実
習

に
関
す
る
も
の

第
一
欄小

計

第
二
欄小

計

計

�
電
気
及
び
電
子
機
器
設
計

又
は
電
気
及
び
電
子
機
器

製
図
に
関
す
る
も
の

第
二
欄

計

備
考
１
単
位
数
は
、
学
年
別
及
び
学
期
別
に
記
入
す
る
こ
と
。

２
第
一
欄
、
第
二
欄
の
別
は
、
別
に
告
示
で
定
め
る
授
業
内
容
の
第
一
欄
、第
二
欄
の
区
分
に
よ
る
こ
と
。

３
そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
区
分
に
該
当
す
る
学
科
目
は
、
別
に
告
示
で
定
め
る
科
目
区
分
ご
と
の
授
業
内
容
の

も
の
と
す
る
こ
と
。

４
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
こ
と
。

平成™™年š月š˜日 水曜日 (号外第�Ÿ号)官 報

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
電
気
事
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
主
任
技
術
者
の
資
格
等
に
関
す
る
省
令
第

一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
て
い
る
者
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
電
気
事
業
法
の
規
定
に
基
づ

く
主
任
技
術
者
の
資
格
等
に
関
す
る
省
令
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
た
者
と
み
な
す
。

〇
農
林
水
産
省
令
第
二
十
六
号

林
業
経
営
基
盤
の
強
化
等
の
促
進
の
た
め
の
資
金
の
融
通
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
五
十

一
号
）
第
四
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
林
業
経
営
基
盤
の
強
化
等
の
促
進
の
た
め
の
資
金
の
融
通
等
に
関

す
る
暫
定
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

林
業
経
営
基
盤
の
強
化
等
の
促
進
の
た
め
の
資
金
の
融
通
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

林
業
経
営
基
盤
の
強
化
等
の
促
進
の
た
め
の
資
金
の
融
通
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
五
年
農
林
水

産
省
令
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

電
気
業

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
十
九
号

ガ
ス
事
業
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
十
六
条
（
第
三
十
七
条
の
七
第
一

項
及
び
第
三
十
七
条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
ガ
ス
事
業
会
計
規
則
等
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

赤
松

広
隆

ガ
ス
事
業
会
計
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
ガ
ス
事
業
会
計
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

ガ
ス
事
業
会
計
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
通
商
産
業
省
令
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
適
正
な
費
用
の
額
」
の
下
に
「
及
び
当
該
有
形
固
定
資
産
に
係
る
資
産
除
去
債
務
（
会
社
計
算
規
則

（
平
成
十
八
年
法
務
省
令
第
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
額
に
相
当

す
る
額
」
を
加
え
る
。

第
五
条
中
「
取
得
に
要
し
た
費
用
」
の
下
に
「
及
び
当
該
有
形
固
定
資
産
に
係
る
資
産
除
去
債
務
の
額
に
相
当
す

る
額
」
を
加
え
る
。

第
八
条
の
見
出
し
中
「
受
払
」
を
「
整
理
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
た
な
卸
資
産
の
庫
入
価
額
）」を
付
す
る
。

第
十
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
た
な
卸
資
産
の
払
出
価
額
）」を
付
し
、
同
条
中
「
、
後
入
先
出
法
」
を
削
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
十
八
号

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
四
十
四
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
電
気
事
業
法

の
規
定
に
基
づ
く
主
任
技
術
者
の
資
格
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

赤
松

広
隆

電
気
事
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
主
任
技
術
者
の
資
格
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

電
気
事
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
主
任
技
術
者
の
資
格
等
に
関
す
る
省
令（
昭
和
四
十
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
二
号
）

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
の
表
中
「
経
済
産
業
大
臣
の
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し

て
」
に
改
め
る
。

œŸ
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